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ＣＴ に て 肝 着 葉 の 萎 縮 と 肝 内 結 石， 左 葉 の ＳＯＬ， 魍 嚢

位 置 異 常 を 指 摘 さ れ た が 肝 機 能 は 正 常 で あ っ た． １９９至

年 よ り 肝 機 能 障 害 が 出 現 し，王９脳 年 互 月 よ り 下 腿 浮 腫，

６月 上旬 より 鰻水 によ る腹 部膨溝 感 が出現 した ため ６

月２５日 当 科 入 院 と な る
．

主 要 な ウ イ ル ス マ ー カ ー， 自

已 抗 体， 腫 瘍 マ ー カ ー は す べ て 陰 性 で あ っ た． 腹 部 ＣＴ

にて 肝病 変の増 大 が認 めら れ， 腹 部血 管造 影に て肝臓

は全 体的 に概状 影 を呈 した ことよ り病 変の 主体 は肝の

線 維 化 に よ る も の と 判 断， 腹 腔 鏡 下 肝 生 検 に て 肝 細 胞

の広 範な壌 死お よ び線維 縫織 によ る犬 煽な 置換 が確認

さ れ た． 肝 機 能 障 害 は 進 行 惟 で 治 療 に 抵 抗 性 で あ る．

原因 不明の 広範 な肝 綴胞 壊苑 を病 態と する症 例 を経験

じ た の で こ こ に 報 告 す る．

２３． 食道 静脈 瘤破 裂 で発 症 し， １６年 間経過 観察 でき

た 原発 牲胆 汁性 肝硬 変の １例

（国立 横浜 病院 消化器 科）

内 凶 め ぐ み ・ 清 水 健 ・

赤 津 晋 太 郎 ・ 矢 島 性 江 子 ・ 谷 合 麻 紀 矛 ・

申 村 真 一 ・ 磯 野 悦 子 ・ 小 林 潔 正

（同臨床 研究 都）

松 島 昭 三 ・ 小 松 達 司， 高 橋 陽

（東京 女子 医大消 化器 内科） 林 直 諒

痘 例 は５２歳 女 性， 主 訴 は 腹 部 膨 満 感， 現 病 歴 は１９７５

年 肝 障 害 を 指 摘 さ れ 近 医 で ＣＡＨ と 診 断 さ れ た
．

１９７７

隼 吐下 血を認 め食 道静 脈瘤 破裂 と診 断さ れ東京 女子 医

犬病 院 に精査カ日療 入院． 汎 血球 減少， 胆道 系 酵素優 位

の 肝 障 害， Ａ ＭＡ 陽 性 で あ り ＰＢＣ（組 織 ｓｔａ墓ｅＩＩ～ＩＩＩ）

と 診 断， 食 道 離 断 術， 脾 摘 術 を 施 行 さ れ た
． そ の 後 約

１３年問経 遇艮 好で あっ たが王９９豆年より 疲水 や 肝性脳 症

に て 当 院 に 入 院 退 を 繰 り 返 し て い た． 至９９４年 ９ 月 腹 部

エ コ ー に て ＨＣＣ を 認 め た． １０月 腹 部 膨 満 感カミ増 強 し

第６ 回入 院． 入 院 後資 道下部 び らん性 病変 より の出 血

を 契 機 に 肝 不 全 と な り 診 断 後 約１６年 後 死 亡 し た．

２４． 健 診 に て 発 見 さ れ た ＦＮ日 の １ 症 例

（社会 保 険山梨 病院 内科） 上 野秀 樹・

徐 健 泰 ・ 遠 山 敬 司 ・ 飯 田 龍 一

限局 性結 節性 遇形 成（以下 ＦＮＨ）は， 良性 の非 腫瘍

性 過 形 成 病 変 で， 切 除 対 象 と な ら な い た め 画 像 お よ び

病 理 診 断カ書極 め て 重 要 な 意 義 を も つ 疾 患 で あ る． 今 回

我 々 は 健 診 で 発 見 さ れ， 画 像 お よ び 病 理 所 見 に て

ＦＮＨ と 診 断 し た 症 例 を 経 験 し た の で 報 告 す る．

症 例 は２７歳 女 性 で， ｉ９９珪年 ８月 健 診 の 腹 部 エ コ ー に

て 肝左 葉外 鰍こ直 径３６ｍ㎜ の 高エコ ー麗 瘤を 指嫡さ れ

当 科 受 診 し た． 既 往 症， 腕 液 生 化 学 所 見 に 特 に 異 常 は

認 め な か っ た． 画 像 診 断 で は， 造 影 ＣＴ お よ び Ｍ Ｒ玉 に

て 腫 瘤 の 内 部 に 申 心 性 糠 痕 の 存 在 を 示 唆 す る Ｃｅｎｔｒａ呈

ＳＣａｒＳｉｇｎ を 認 め
，

カ ラ ー ド プ ラ お よ び 血 管 造 影 に て，

腫 瘤 の 中 心 か ら 車 軸 状 に 広 カミる 血 管 構 築 （ｓｐｏ炎ｅ・

ｗｈｅｅｌ－ｓｉｇｎ）を 認 め た
．

エ コ ー 下 生 検 組 織 の 病 理 所 見 と

あ わ せ て ＦＮＨ と 診 断 し， 現 在 外 来 で 経 過 観 察 中 で あ

る
．

２５．
Ｍ ＲＩ で 診 断 さ れ た 漉 椛ｏ〃ｏ の 肝 綱 胞 癌 の １ 例

（都立 大久 保病 院） 石 川賀 代・

土 合 克 己 ・ 松 滴 直 孝 ・ 広 岡 昇

肝 癌 の 発 生 は 散 癌 病 変 を 経 る も の と， 経 な い で 癌 化

す る 伽 刎〃ｏ 癌 と が 推 測 さ れ て い る． 今 回 我 々 は，

ＭＲＩ と ＵＳ で微 小腫 瘤を 検 出 し， 発 育 経過 か ら の 伽

刎ｏ砂ｏ 癌 と 考 え ら れ た １ 例 を 報 告 す る．

〔症 例〕７１歳， 勇 性． １９８５隼 肝 硬 変 と 診 蛎． 王９９３年 ９

月 の ＵＳ で Ｓ岳１こ５ｍｍ の 高 エ コ ー 腫 瘤 を 検 出， ＭＲＩ は

Ｔ！で 高，
Ｔ２で 低 信 号 だ っ た．１０ヵ 月 後 の ＵＳ で 腫 瘤 が

増 大 し 入 院、 入 院 後 の 検 査 で Ｓ島の 腫 瘤 は ＵＳ で１５ｍ ｍ

の 低 エ コ ー
，

Ｍ ＲＩ で Ｔ１
，

Ｔ２と も 高 信 号
，ｅｎｈａｎｃｅｄ Ｃ Ｔ

で 低 濃 度 域 を 呈 し た
． 昼ｎｇ１ｏ で 濃 染 像 を 認 め 恕ＣＣ と

診 断 し ＴＡＥ， ＰＥＩＴ を 施 行 し た
．

エ コ ー 下 生 検 の 病 理

は 申 分 化 肝 癌 だ っ た．

〔結 語〕 肝 の ＳＯＬ は 小 病 変 で あ っ て も， 経 過 の 速 い

漉 刎〃ｏ 癌 を 念 頭 に お い た 厳 重 な 管 理カ含必 要 と 考 え ら

れ た
．

２６． 着 年考 の正 常 胴 こ発生 した 肝鯛 胞癌の １例

（東 京女子 医大 附属 青山 病院消 化器 内 科・ 同

成 人 医 学 セ ン タ ー ・ヰ同 消 化 器 病 セ ンタ ー）

大 渕 美 机 子 ・ 栗 原 毅 ・ 北 村 容 子 ・

安 達 由 美 子 ・ 安 部 康 二 ・ 秋 本 真 寿 美 ・

石 黒 久 貴 ・ 橋 本 洋 ・ 山 田 隆 之 ・

新 見 晶 子 ・ 滋 蘭 濠 ・ 重 本 六 男 ・

山 下 克 子 ・ 横 山 泉 ・ 幽 本 雅 一＃・

斉 藤 明 子串・ 高 崎 健‡

症 例 は２６歳 男 性． 検 診 の 腹 部 エ コ ー で 肝 Ｓ２／３に

ＳＯＬ を 指 摘 さ れ 入 院 した
．

ＨＢ， 蘭ＣＶ， 抗 核 抗 体， 腫

瘍 マーカ ー は全て 陰 性で血 液生 化学 検査 でも 肝機能 は

正 常 で あ っ た
． し か し 画 像 診 断 上 ＨＣＣ の 疑 いカミ強 い

た め， 肝 外 側 区 域 切 除 を 施 行 し た
．

腫 瘍 の 大 き さ は８×

里．５ｃｍ で 組 織 学 的 に 高 ～ 串 分 化 の ＨＣＣ と 診 断 さ れ

た． 術 後 半 隼 目 の 肝 生 検 で残 存 肝 は 正 常 で あ っ た． 本

例 は ＨＣＣ カ書若 年 者 の 正 常 肝 に 発 生 し た 極 め て ま れ な

症 例 ど 考 え ら れ た
．

２７． 腫 瘍 生 検 に て ｅｐ 舳ｅｌｏｉｄ ｈ６ｍａｎｇｉ㏄ 紬ｏ 伽

一 ５００ 一




